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玄ム)。彼の名が現
在知られているのは、概ねジル・ドゥルーズ(白一回目的口氏
gNPSM
凶
ロトマン自身に関
lH33
の引用によるところが大きい。しかし、
する研究は臼本において ほとんどといっていいほど存在せず、その状況は世界的に見ても大差 ない。彼につい 知られていることといえば、向時代のフランスの数学の哲学者ジャン・カヴァイエス(』由自の望即時ロ
230MgS
主)やジャック・エルブラン公開口
AC
白閉山由号お足
30
∞ム唄己)らと親交深く、カヴァイエス時様、第二次代戦中にレ
ジスタンス活動の最中、
ナチスによって殺害された数学の哲学者で
Albert Lautman 
あったという事実ぐらいであ 。
ドゥル
iズのいくつかの著作において、
ロトマンはほとんど唐突
といっていいような仕方で、しかしドゥル
iズの理論の総体にとっ
て本質的な部分において引用される。例えば、『差異と反復』、第三
「思考のイマ!ジュ
における、「問題というカテゴリーの存在
論的重要性と認識論的重要性」の項目にお て 「あの驚くべき作品を書いたアルベ
i
ル・ロトマンより適切に、次のようなことを指
摘できた者は誰もいない
i
問題とは、伺よりもまず、「現実存在良一
agno
するものの偶然的状況」に関する、プラトン的な八区役目〉、
すなわち弁証法的な観念の関の理念的な連結ロ出いきま広作向山富るのだが、そればかりでなく、問題は、数学的、あるいは物理学的などなどの場において求められる解の構成要素の実在的関係官
書評
aaggH-
注目白聞の
Oロ笠宮内ぞ四回の中で現実化されるのだ、
ということ
である」
7)(
原文℃・
MMMMZ
、邦訳も沼)という形でロトマンをひ
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くのである。ここに山引用される内容は、確かにロトマンによって主張される内容を引き受けている。ここで書評される彼の著作、『数学における構造と現実存在の観念に関する試論』町』むとどこ町旬、ミ九
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与えさミ史認同町、災なお
322
ミミ注さむと室内♂
su
∞における結論部
において、彼独自の主張である、〈数学が受肉するところの、問題としての広公明の弁証法的運動によるリアリティ〉は、まさにドゥルーズの引用するような意味で展開され 。それに関す ある程度詳しい内容 記述は後に回すことにして、むしろ、このようにドゥルーズによって引用され ことによって見えなくなりがちであるロトマン自身の位置する文脈を素描する たい。また それによって、
ドゥル!ズ自身の研究だけでは見えてこない、
ドゥル!ズ
の引きずる文脈をも明らかにすることができれば も思う。
ω年代のフランスにおける現代思想の激動の背景として一般に挙
げられる は、
サルトルらの実存主義とフッサ
i
ルの現象学に対す
る皮動を土台に、
ソシュ
i
ルに始まる記号学、
フロイトに始まる精
神分析の諸成果を受けたテルケ 派の文芸批評、
レヴィ日ストロー
スの構造主義人類学、ラカンの構造主義的精神分析などである。思想の流行として、しばしば実存主義に対して構造主義が現わ たのだと盛んに論じられる場合もある。構造概念は一般 、
ソシュ!ル
の一般言語学講義に現われるシステマティックな構想と、ブルパキの構造主義数学 構想 に由来すると言われ、またドゥル
i
ズやデ
リダ、
フ
i
コーはその構造主義を批判したことからポスト構造主義
などと言われることさえもある。このような思想の潮流があったこ
とは否むべきではないし、これについてはすでに多くの研究がある
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のでこれ以上言葉を費やす必要もないだろう。しかし、これらの極めて流行的で雑誌的で、悪く言えば派手な思想に隠れるように、
そ
れとは別 思想の系譜が権かに存在 た と 関し 、何か言うことが必要であるかもしれない。それはフランス おける数学の哲学の系譜である。その系譜は、
加世紀初頭当時のドイツやイギリス
において襲爵した最新 哲学を、ある意味で最も積極的に吸収 ながら、独自 理念に従っ 急成長を遂げようとして た分野である。比較的内 関じこもりがちであるフランス哲学の嵐習に反して、数学の哲学は、当時他 諸科学との連繋によって大睦 急激 勢いを持ち始めていた分析哲 と、そ が得意とする当時の現代数学とを、積極的に取り込んでいた。それはポアンカレ、プ シュヴィック以降の系譜であ 、すなわち、彼らの影響の一トで荊出 カヴァイエス、
ロトマン、
エルブランらが形成し、後に
M
・セ!ル、
y
・シナ
スォ
i
、
J-T
・ドゥ、サンティ、
G-G
・グランジェ、
J-
ヴュイマ
ンらと続くことになる系譜である。この系譜においては、
コ!エン
に代表される新カント学派の影響が重要 意味を持ち また、パシュラ
i
ルやゴンセツらディアレクティカ派と通臆するような、ダイナ
ミックな弁証法的運動と生成の合理論が一つのまとまった主題て形成され、また、
ロトマンが「探念主義
L85
岳宮丘町円四
2
と呼
び、カヴァイエスが「概念の哲学」
EBrmcB
芯告口
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門〈
3)
と
呼ぶあるオリジナルの立場が土台となる。こ 一一一つの要素の重要性は、それほど不思議でも いかもし ないが、
ロトマンを引用する
ドゥルーズにおいてまた、共通するものでもある。
」のような文脈をより明篠に規定するためにも、
ロトマンの著作
の内容に移りたいと思う。この著作、『数学における構造と現実存の観念に関する試論』は、彼の博士論文であり、全体として
部1
構成になっており、
その前後に序論と結論が付け加えられている。
部は、「構造の図式いと題され、第二部は「生成
mg
和田町の
図式」と題されており、それぞれが三章構成になっている。以下にその第その簡単な内訳を示すことにしておく。第一部一構造の図式第一章 局所と大域/微分幾何学と位相幾何学/関群の理論/関数
の概表現
一内的諸特性と帰納された諸特性/リ
i
マン多様体上の平符
/構造の諸特性と代数位相幾何学における位置の諸特性/双対性第の定理/還元 限界
第三章一絶対性への上昇/ガロワ理論/類体論/被覆普遍面/リ!
マン面上での代数関数 一意化
第二部一生成の図式第四章一本質と実在/代数関数理論における存在定理/類体論に
ける存在定理/群の表現理論
一混合体/ヒルベルト空間/解析関数の正規族
第六章一実在の例外的な特性について/ポアンカレの方法/解析関
数の特異性
ての部においては、それぞれ多岐にわたる数学の諸分野にお
ける具体的な諸理論、諸定理を題材に、それらを分析していくので、まずもってそれらの分析の全体像と方向性そしてその意図を調んでおく方が望ましいだろう。こ 著作の基本理念はその序文に現れている。それは端的に えば、数学に間有 リアリティを研究することであ 彼自身が雷うように、当時 論理主義あるいは、言語中心主義的な数学の哲学に反対するものであり、それが締め出すことになった数学問有の存在論 位相を取り出すことに の本願があるといえる。そのような方法と てロトマンが採用するのは、プランシュヴィックが行う に数学の諸理論がなす動的な生成数学者の心理にも、演鐸の論理にも還元されない第三の水準において捉えようとするものと、
ヒルベルトが行うように数学をメタ数学
の観点から形式化、構造化しようとするものという、ある意味で相矛盾する二つの方法 綜合である。
ロトマンにとって、数学の諸理
論が織り成す生成について語るこ は、諸数学の問題 そ 現実な解決の方法への配躍なしには なんら意味も持ち得 い。 こ現われる「数学のある種の理論の運動を支配 ているように見える」?}広品目聞は、「数学とは独立して理解可能なものとして、寵接的に研究する余地はな」
(5}
く、「それが共謀して入り込む素材との関
係によってしか、実在しない」
E
のであり、またそこにこそ、「数
学に卓越した哲学的価植」?)が存在 るのである。このようなアプロlチは、
いわゆるブルパキのように公理論的集合論にすべての数
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学を還元できるというような分かりゃすい形式主義、構造主義 立場とも違うし、あるいは、
一般に
eフランシュヴィックに対して一言わ
れるような心理主義あるいは主知主義とも異なる。また、論理実証主義の立場に対しては根本的に異なる立場 なる。問題は理論の内と外、有眼の全体と、
それを超え出る「外の無眼」との関の弁証法
的運動であり、それが実現するところの具体的諮理論簡の現実的関係である。
以下ではそれぞれの章において扱われるテ
i
マと、それぞれにお
いて扱われる素材を
瞥しておこう。第一章においては、問題とな
る数学的存在の局所的な特性と大域的な特性との簡のなす連帯性が分析される。そこでは例えば、リ
i
マン幾向学の大域的特性とクラ
インの幾何学の局所的特性の関係が論じられる。あるいはリ!マン積分の大域的構想と、
ワイヤルシュトラウスの解析的延長の局所的
構想とのスタイルの違 と の関係が論じられる。
おいて
は、関コンパクトな多様体は、そう ない多様体に対してある穣の特権を持ち、
一般に前者の研究を後者の研究へと引き伸ばすことを
確認する。そこでは主に、位相幾何学におけ 複体とそ 補空間の∞白丹江数の閤の双対性の が行われる。第
においては、
数学のリアリティが 不完全なものから出発して完全なもの 定義する方法 可能性の中に見出されることが論じら そこでは例えば、ガロワ理論におけ 類体論が考察される。また、第四章 、代数関数と類体論における「存在定理い径宮芯
goq2582
が呉
体的に調べられ、主に現実存在 用語で解釈された構造 研究される。第五章においては、ある領域とその領域上で生ま 新たな存在との闘の移行を媒介 「混合体」
55
益町田の作用が分析され
る。その混合体の例としてはヒルベルト空間と、解析関数の正規族
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が挙げられ分析される。第六章においては、ポアンカレの特異点理識が取り上げられ、領域 側に属するにもかかわらず、
その上に存
在する解に対して支配的で例外的であるような実在が研究される。
このような過程を過して、
ロトマンが狙撃つのはいかなる鰭け金で
あるのか。
ロトマンのこの著作の狸いは、最初に書いたように、数
学に閤有 リアリティを取り出すことである。結論部の最初に、四つのリアリティが挙げられる。
1.
数学的事実。
2.
数学的存在。
3.
数学の理論。
4.
イデ!の連繋。ーや
2
の水準におけるリアリ
ティの主張は、現代ではあまりに素朴な数学的プラトニズムと混同されている。また いわゆるブルパキの構造主義のようなリアリティは、
3
の公理的な理論と理論閣の関係の構造にそのリアリティを見
出
す
ロトマンの独自性は、それを
4
の段階にまで引き伸ばすこと
である。さらに、
ロトマンの主張に従えば、ーは
2
によって成り、
2
は
3
によって組織化され、
3
は
4
によって受肉されることになる。
ロトマンは、
円世紀の非ユークリッド幾何学以前の数学を参照す
る
P
・ブ
i
トル
i
の著作を引用しながら、数学的事実が、数学の存
在、例えば楕内の観念の、現実的に区別される諮特性として組織化されることを主張する。しかし、
その
方で、ブ
l
トル!が主張す
るように、数学的存在が、それを表 する論理的な諸理論から独立であるとは、もはや一一一一口うことはできない。
加世紀の現代数学におい
ては、数学的事実もそれ 「成立させる」
855q
数学的存在も、
共にそれを表現する公理や理論ゃ、あるいはその理論をその上にお
いて形成する領域に対して相対的になる。
ロトマンはここで、非常
に分かりゃすい一つの例を挙げる。数
MH
は、有理数体上では、
MMH
その有理数体に大
1ふを加えて得られる
穴(大
123
上においては、
MT(
日+M
大ISU)(
】
lN
大183
をも得ること
ができる。部ち、
N?
という数の特性は、それが埋め込まれている
い×プケ}得るが、もし仮に、体のもとでのみ意味のあ 研究を行うことができるというわけであ
るしかし、
ロトマンが考察するのは、数学のこのような形式的側面
だけではない。このような形式的で論理的な組織化 双対的な作用
「問題の緊急性の経験」店吾注目ロ
2
号
苫叫明日刊仏何回目尚喜応百四回(主である。これは、数学的とい よりもむとして取り上げるのが、しろ「外数学的」
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吉田仲吋凶作包田忠告白
{9)
な臨観に従うものであり、
「思考の無限の権能」哲三号(叩) 経験 ある。
そして、この問題
の緊急性こそが論理的な理論に相対的なア・プリオリであ 、数学の哲学の役割とは、「 論のロハ中で演じられる論理的なドラマの意識を捉えること」であるとされる。では、こ ような連繋するほ含聞とはど ようなものであるのか。
それは例えば、この著作でも取
り上げられるような、全体と部分、連続と非連続といったこつ 観念であり、そのような観念の図式が、 先行するプリオリとして諸理論を活性化し、それを現実 な理論として受肉するのである。 たがって、こ ようなドラマを捉え ため は、その具体的な論理への配慮を抜きにしてはそ 意味を失うこと 明自であるだろう。
ロトマンにおいて本質的なのは、このア・プリオリの認識、同色合田
の直観であるが、
ではロトマンにおけるこの包払訟はいかなるもの
であるのか。
ロトマンは、このほ公的を、
却世紀のプラトン解釈か
ら引いてくる。「プラトンに関する現代のすべての注釈は、反対に、日仏私自聞が叡智界
50
色白百四日出闘い乞刊の不動で還元不可能な本質ではな
く、区払訟はそれらの到来を司るより高次の弁証法の図式に従ってお互いに結びついてい ということを主張していた」〈日もこれは主に、円
k-F)Eph-
∞おお
Naw
切目白山内向らの仕事を引き受けてのことである
が、彼らの仕事は、同仏払目的 生成に関してだけでなく、数の生成に関して 足払
gagsgmm
の支配的な役割をも明確にしたのである。円仏
払2255
釘目的に関して、「〈
と八二
VUU苫舟は
者H
〉円CZ
単位て
C尽広がニつの新たな単位
gx
合に分割する継起的な反復の
過程によってほ作
gagsgg
を引き記こ
日とされる。それは
同凶onwq
によると、
つまりは以下のような図式を意味することにな
る(日
)O
この図式は、広作町田同様、「通常の数」
gg
可
goa
仙沼田町四国をも講
成することができるとされる。この尽ι自由
E55σ
円四回は、
その生成の
命令によって、通常の数 向様に、注品目印としての数をも持 。またこの民再開聞は時間の中に、あるいは世界の中 は存在しないがゆえに、「前と後の秩序」
go
三門白色白正三注目四回吋包含苦闘門金
g『公正
仏門町内げで雲間三四円内庁て同市芯出)〈同)のみにしたがって生産される。包含∞の生成は、世界の生成 先行す 。さら 「阿佐由良な数が前もっ
書~1'
てと後での秩序三三
8
仏mES
三四件仏刊で岳芯聞に従った本質の規
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図 1 : Idées幡nombres の生成感式。『試論~ p.I51 の趨 10 より転写。
定の原理であるなら、「数の数い、要は「それ自身を数えるこの分割に優先する本賓の分割の原理」が存在する可能性は無い」
5
と、』・
間で受肉するメタ数学が、∞同白ロ
Na
を引用しながら述べている。
つまりは、注品目印と数の生成の
メタ|メタ数学に取って代わられる可能
性がないということである。阿佐
gagggg
とは、生成の図式その
300 
ものであり、広品目的と「世界」の生成を可能にしている条件であり、ロトマンが、芯
ι訟と数とに問時に優越する、
いうなれば
53
∞の包私自由であるとさえ言えないだろうか。それは、
一つの「数学」
gm
〈
gaEHHg
広告白
VB
と呼ぶものであり、それを取り出すことが、
マンにおける数学の哲学の仕事であるというわけである。
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